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会 場　弘 前 市 民 会 館

期 日　令和７年３月24 日（月）
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令和 6年度
弘前大学大学院学位記授与式



式次第

日　時　　　令和 7年 3月 24 日（月）
　　　　　　1 0 時 3 0 分～

日　時　　　令和 7年 3月 2 2 日（金）
　　　　　　1 0 時 3 0 分～

一、　　　開　　式　　の　　辞

一、　　　修 士 学 位 記 授 与

一、　　　博 士 学 位 記 授 与

一、　　　学　　長　　告　　辞

一、　　　修　了　生　答　辞

一、　　　蛍　の　光　斉　唱

一、　　　閉　　式　　の　　辞
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修了生へのメッセージ
弘　前　大　学　長　 福　田　眞　作

人文社会科学研究科長　 飯　島　裕　胤

教 育 学 研 究 科 長　 髙　瀬　雅　弘

医 学 研 究 科 長　 石　橋　恭　之

保 健 学 研 究 科 長　 敦　賀　英　知

理 工 学 研 究 科 長　 金　本　俊　幾

農学生命科学研究科長　 東　　　信　行

地 域 社 会 研 究 科 長　 森　　　樹　男

地域共創科学研究科長　 片　岡　俊　一

高めた専門性と創造力を次の挑戦の場で最大限に活用し、未来に革新と希
望をもたらすリーダーとして活躍されることを心より期待しています。

修了おめでとう。皆さんが体得した学問的方法論は、実社会でも「思考の
定石」になります。難局でも勇気をもち、自らの道を歩みましょう。

修了をもって大学院での学びは一区切りです。しかし教職大学院は変わら
ず皆さんのホームです。交流がさらに豊かになることを期待します。

学部から修士までここで過ごした方は人生の 1/4 を弘前大学で学んだこと
になりますね。弘前での時間が将来皆さんの財産になるはずです。

修了おめでとうございます。学位を取得してからが真の専門医としてのス
タートです。医学の発展のため、臨床・研究ともに頑張ってください。

大学院修了おめでとうございます。今後は、ご自身の更なる研鑽とともに
専門的知識と技術を医療現場に還元することも大きな役割になります。

修了おめでとうございます。理工学の知識を生かし、常に前を見て新たな
可能性を追求し、力強く持続可能な社会を切り拓いてください。

博士課程で身につけた専門知識と実践力を活かし、社会のため、地域のた
めに活躍されることを期待しています。この度はおめでとうございます。

修了おめでとうございます。研究科で身につけたものが活きればと思って
います。今後の人生が心身ともに健康なものとなることを祈念しています。
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【ライブ配信・録画映像公開】
学位記授与式の様子はインターネットを通じてライブ配信を行います。
下記のURL又は二次元コードより大学ホームページへアクセスしてご覧ください。
なお、式典終了後に録画映像の公開も予定しております。

令和６年度弘前大学学位記授与式特設ページ
（URL）https://www.hirosaki-u.ac.jp/100685/

二次元コード
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【弘前大学徽章について】

青森県の津軽地方を支配した大名「津軽氏」
は、家紋として「津軽牡丹」を用いてい
ました。
その弘前城下にある弘前大学の徽章は、
「牡丹」の花をモチーフとしております。


